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学位論文内容の要旨

1．本研究の目的

  本研究は，教育現場におけるAI」T(assistant language teacher外国語指導助手）の活用の現状

を整理するとともに，重要な課題として浮上している事前研修の在り方について，Wbbべースの

教育システムモデルを提案し，その有効性を理論・実践の両観点から検証するものである。

2．本研究の背景

  今日，英語の教育現場では質・量ともに現状をはるかに上回るAI」Tの積極的な活用が求められ

（文部科学省，2002；2003），AI」Tの職務準備を中心とする研修の強化が切迫した課題である。

AI」T募集のグローバル化並びに国内配属の拡大化を前提にするならば，現研修システムで脚｜

の職務準備を強化・支援していくのは困難である。現在の集合対面型研修を補完する手段として

考えられるのが非同期型WBTの利用である。本研究の調査から以下の観点を含む職務準備支援

システムが望まれる。

  ・日本の教育システム，学校文化，生徒の学カの実態の把握

  ・AI」Tの役割やティーム・ティーチングの目的について川r及びJTE両者間での共通認識の

    形成

  ・川rに求められている資質の醸成

  これらの観点を備えるシステムとして，オンライン・フオーラムを活用した学習コミュニティ

の構築が有効である。参加者は学習コミュニティ内の相互作用から学び合い（Scardamalia＆

Bereiter，1994），教師教育においても教員の信条や教員生活の文脈に触れられるとされている

（Fer珊駈g呂ins，Hoban，＆Lockyer，2000）。したがって，川r（予定者）とJTEが参画するオ

ンライン・フオーラムを活用した学習コミュニティを構築することで，川r予定者は日本の英語教

員社会の文脈に触れられ，職務に対する意識も高められることになる。

3．オンライン・フオ―ラムを活用した学習コミュニティの構築

  以上の背景から，本研究ではAI」T予定者，川r経験者，JTEが参画するオンライン・フオー

ラムを活用した学習コミュニティを構築することを研究課題とした。設計方針は「真正性」，「内省」，

「足場づくり」の視点（三宅，1997）や状況的学習論屯ave＆Wbnger，1991），実践・教育複合型

協 調 場 （ 武 内 ・ 田 中 ・ 林 ・池 田・溝 口， 2004）の 観点 に基 づき ，次 の5点 とし た。

  （i冫AI」T予定者の職務準備を支援するJTE・脚｀経験者が参画するオンライン上の学習コミュ

    ニティである。
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  くiD職業教育（ティーム・ティーチング，日本の教室環境，日本の教育制度等）を中心とする。

  (iiOALT予定者自身が先達者（ティーム・ティーチング実践者としてのJTE．ALT経験者の役割

    導入）から気付きLawareness）や共同理解（couecthrecomprehensioめ（Chan，1996）を得る。

  くiv冫川r予定者が学習コミュニティから職務に対するレディネスを醸成する段階を評価する。

  り貢献度・動機付けを明示化する。（先達者の発言の貢献度を質的・量的に可視化する。）

  さらに研究仮説として，以下の3点を挙げた。

  （a） AI」 T予 定者のコミュニティ＾の帰属度は，職務に関する理解度に比例する。

  （b）心｀予定者のコミュニティヘの帰属度は，田E．川r経験者の貢献度（量的・質的）に比例する。

  り議論の内容の深化は，川rの職務への理解度を高めると同時に，JTE・AI」T経験者の職務へ

    の考え方に変化をもたらす。

  加えて，オンライン・フオーラム学習コミュニティとして，効果的なシステムデザイン，インター

フェースデザインを検証することとした。

4．本研究の学習コミュニティの検証

  検証期間は，オンライン・フオーラム（TheForestForum）を実装後，運用開始日（2007年

8月3日）からの68日間とした。参加登録者数はAI」T（予定者）が16名，JTEが14名の計30

名であった。TheForestForum^ の総投稿数は72件あり，参加登録者数における投稿率は全体で

53．3％を示した。運用後，アンケート調査の結果や議論内容の分析を通して，（1）システムデザイン及

びインターフェースデザイン，（2）学習コミュニティの観点に基づぃて検証を行った。

（1）システムデザイン及びインターフェースデザインの検証

  TheF0re8tF0rumにおけるシステムデザインは，「参加者全員が議論を交わすことで森を成長

させる」という考えに基づぃて展開されている。この森の拡張のグラフイック化は，極端に返答

数が少ない質問トピックもなく，コミュニティ内の相互作用を促進する働きがあることが観察さ

れた。ユーザビリティの視点では，オリエンテーション，ナビゲーション，フイードバック機能

をシステム，及ぴ運用の両面で強化することが課題として挙がった。システムデザイン全体とし

ては，議論の概況の視覚化は学習コミュニティ内の相互作用の活性化に役立っものであり，今後

ユ ー ザ ビ リ テ ィ の 改 善 を 進 め る こ と で ， さ ら な る 効 果 を 見 込 め る で あ ろ う 。

（2）学習コミュニティとしての効果検証

  上記で示した（む～りの仮説3点はその妥当性が検証された。学習コミュニティでは参加者間の

相互作用が働き，多くの参加者に学ぴ合いをもたらしていることが明らかになった。また，The

ForestForumでは，知識の伝達だけではなく，ティーム・ティーチングを実践する上での教員の

信条についても語られた。川r予定者がAI」Tに求められる資質を知る上で有効な機能を果たし

ていると言える。したがって，TheForestForumは心」Tの職務へのレディネスを醸成するシス

テムとして一定の有効性があると結論付けられる。

5．今後の課題とまとめ

  今後は，システム・運営法の改善を進め，その効果検証を繰り返していくことがオンライン・

フオーラム形態のグローバル研修を有意義なものにするために不可欠であると言える。学習コミ

ユニティを成立させる上では，協同過程を参加者全員が知覚できることが欠かせない。議論の概

況の視覚化が議論の活性化に与える影響度は，オンライン・フオーラム形態の学習コミュニティ

の方が対面形態に比べ一層大きい。オンライン・フオーラム内では参加者間の非言語シグナルが
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少ないからである。本研究のシステムデザインは議論の活性化の機能を果たしていることが観察

された。議論を通してALTの資質が培われるならば，ひいてはALTの活用の改善を促すのに貢

献すると考えられる。本研究は，AI」Tの育成やALT活用の改善に寄与し，オンライン・フオー

ラムを活用したグローバル学習コミュニティのシステムデザインをモデル化したという面におい

て，その意義は極めて高いものである。
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一ALT・JTEが構築するグローバル学習コミュニテイ―

  本論文は，ALT (Assistant Language Teacher外国語指導助手）の活用の現状を分析し、、

日本の英語教育における重要課題である事前研修の在り方にっいて検討し、その解決策

の為のデータ収集とシステム構築の実証研究を行っている。具体的には、Webべースの教

育システムモデルを構築・提案し，その有効性を理論・実践の観点から検証している。

久島氏は、ALTのみならず、JTE（日本人英語教師）に対する広範なアンケート調査を行

い、同種の調査との比較から、教育現場においでALTに望まれる資質を明らかにした。

それを基に、望まれる資質を育む機能に留意したWebべースの研修システムを構築し、

オンライン・フオーラムを活用した学習コミュニティの形成を記録・分析し、その有効

性が検証されたとするのが久島氏の本論文における主張である。論文の内容に即して、

研究の具体的評価を論述する。

  第1に、研究テーマの的確性、即ち、本論文が固有の研究領域を有し、テーマが学術

研究として意義を持っかを評価した。本論文の研究背景を扱った章において、英語教育

におけるALT研修研究の位置付けと意義が豊富な資料を基に説明されている。日本の英

語教育の変遷、JETプログラムとALT招致の歴史を詳細に辿り、活用の問題点を的確に

把握し、提言している。また、情報技術の変革と教育利用に関して、インターラクショ

ンの有効性、オンライン・フオーラム、学習コミュニティの構築について、客観的に先

行研究を辿り、WBTの効用と課題を論じ、システム構築及び実証的検証の学術的・教育

的意義を明瞭に論述している。本論文の学術的貢献は、今まで検討されてこなかったグ

ローバルなALT研修が可能である事を示した点、また、学習コミュニティの構築を実験

実証的に示した点である。

  第2に、研究方法の的確性と研究分野への貢献を評価した。ALT予定者、ALT経験者、

JTEによるオンライン・フオーラムを活用した学習コミュニティ構築を、「真正性」、「内省」、

「足場づくり」の視点、状況的学習論、実践・教育複合型協調場の観点に基づいて行って

いる。運用後、(1)システム及びインターフェースデザイン、(2)学習コミュニティの観点



に基づいて検証を行っている。（1）では、アクセス数や投稿頻度、ユーザーのタスク（作

業）を調査・分析し、ユーザビリティの妥当性を考察している。(2)では、量的・質的研

究の両面から検証している。量的研究では、可視化ツールを作成し、議論の活性度・深

化度・先達者の貢献度に各々指標を設定し、測定している。アンケート調査では、議論

の一定の期間を経て、ALT予定者に対しては職務理解度を示すキーワード、また、JTE．

ALT経験者に対しては職務ーの考え方の変容に関する質問を行い、回答を数値化し、記述

分析も行っている。最終的に、評価ツールの各指標の評価値及びアンケート調査の項目

指標の数値の相関を、スピアマン順位相関係数検定によって分析している。質的研究で

は返答内容やアンケート結果の記述回答を中心に分析し、量的研究の結果と併せて考察

を行なっている。方法の論述は明瞭で、本研究の目的に合致していると判断した。従来

の研究では対面型研修を対象としていたが、本研究は情報ネットワークを介する方法の

効果分析に明確な指標を設定し、相関関係により学習コミュニティ形成の把握を可能と

した。この手法は、高度情報化が起こっている現代の教育・学習の分野において、応用

が 可 能 と な る 画 期 的 な 提 言 と な っ て お り 、 多 大 な 貢 献 と 考 え ら れ る 。

  第3に、結果の解釈に対する妥当性を評価した。システム及びインターフェースデザ

インの検証では、グローバルデザインの視点から、システムの操作、質問・回答フオー

ラム形態、また、その拡張のグラフイック化が広く受け入れられた点が明らかになった。

学習コミュニティの効果検証では、(a) ALT予定者のコミュニティへの帰属度は職務に関

する理解度に比例する、(b)それはJTE． ALT経験者の貢献度（量的・質的）に比例する、ま

た、(c)議論の内容の深化はALTの職務への理解度を高めると同時にJTE・ ALT経験者の職

務への考え方に変化をもたらすとぃう仮説3点の妥当性が検証された。ALTの職務へのレ

ディネスを醸成するシステムとして一定の有効性があるとする久島氏の主張を受け入れ

るのに十分な証拠が提示されたと判断する。

  以上により、研究テーマ、研究方法、結果の解釈において博士論文として求められる

水準を十分に満たしていると判断する。本論文は、英語教育、ICT活用教育，学習環境デ

ザインの3分野を横断する複合領域的な研究となっている。現代の高度に情報化しつつ

ある教育環境にあっては、領域横断型の研究は重要ではあるが未だ極めて少なく、本論

文は的確な分析と検証によって高い成果を上げていると判断され、英語教育への多大な
貢献とみなす。

  よって著者は、北海道大学博士（国際広報メディア）の学位を授与される資格がある

ものと認める。


